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平時の取り組みが、有事の備えに
― インクルーシブ防災訓練実施 ―



　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
と
は
、
「
障
が

い
者
や
高
齢
者
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
人
を
取

り
残
さ
な
い
防
災
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

福
岡
市
東
区
に
あ
る
香
椎
下
原
校
区
。

こ
こ
は
、
7,
6
0
0
世
帯
、
人
口

1
4,
8
0
0
人
が
住
む
、
海
に
も
山
に

も
近
い
風
光
明
媚
な
地
域
で
す
。
交
通
ア

ク
セ
ス
も
良
く
、
博
多
駅
や
天
神
へ
も
ス

ム
ー
ズ
に
行
け
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
10
年

ほ
ど
で
6
0
0
世
帯
一
千
名
も
の
住
民
が

増
加
し
た
市
内
で
も
有
数
の
人
口
増
加
校

区
で
す
。

　

今
回
は
、
香
椎
下
原
校
区
が
福
岡
市
と

実
施
し
た
〝
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
訓
練
〞

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

福
岡
市
（
地
域
防
災
課
）
で
は
、
自
治

協
向
け
に
令
和
３
年
度
か
ら
「
個
別
避
難

計
画
」
作
成
を
支
援
す
る
た
め
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
。
令
和
５
年
度
に
は
モ
デ

ル
的
に
各
区
一
校
区
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
度
は
本
格
的
な
実
施
の
第

一
回
目
と
し
て
、
香
椎
下
原
校
区
で
実
施

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
の
目
的
は
、
災
害
時
の
避
難

行
動
要
支
援
者
へ
の
声
か
け
や
避
難
の
支

援
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
個
別

避
難
計
画
に
基
づ
く
避
難
所
ま
で
の
避
難

を
支
援
者
と
要
支
援
者
の
双
方
で
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
計
画
の
実
効
性
を
確
認

し
有
時
に
備
え
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
台
風
接
近
と
い
う
想
定
で
、
要

支
援
者
を
避
難
所
ま
で
誘
導
す
る
内
容
で

し
た
。
香
椎
下
原
校
区
自
治
協
議
会
へ
お

話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

校
区 

自
治
協
議
会
会
長
、
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

野
中 

民
生
様　
　

校
区 

地
域
を
守
ろ
う
会
防
災
部
会
会
長

原
口 

光
雄
様　
　

校
区 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長

藤
本 

陽
子
様　
　
　
　
　
　

校
区 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
計

中 

久
美
子
様　
　

校
区 

社
会
福
祉
協
議
会
総
務
・
会
計

荒
牧 

麗
子
様　
　

要
支
援
者
名
簿
の
登
録
状
況
は
…

野
中
　
香
椎
下
原
校
区
自
治
協
議
会
で
、

要
支
援
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、

令
和
5
年
3
月
時
点
で
1
6
0
名
で
す
。

　

年
に
二
回
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
研
修
会
」
の
中
で
、
自
治
協
、
民
生

委
員
が
参
加
し
、
町
内
毎
に
要
支
援
者

の
サ
ポ
ー
ト
態
勢
を
確
認
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
要
支
援
者
1
6
0
名
に
つ
い
て

見
守
り
担
当
者
を
定
め
て
い
く
と
い
う

も
の
で
す
。

　

更
に
見
守
り
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
、
こ

の
要
支
援
者
に
対
し
て
は
ど
の
協
力
員

と
、
ど
の
民
生
委
員
が
支
援
す
る
か
を

誰
も
が
見
て
分
か
る
よ
う
に
し
て
、
普

段
か
ら
見
守
り
活
動
を
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

要
支
援
者
名
簿
は
、
ご
本
人
の
同
意

や
申
請
が
な
い
と
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
で
は
名

簿
に
登
載
さ
れ
て
な
く
て
も
、
気
掛
か

り
な
方
に
対
し
て
は
見
守
り
担
当
者
を

定
め
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
要
支
援
者
名

簿
+
α
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
生
委
員
は
年
に
２
回
ふ
れ

あ
い
訪
問
を
行
い
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
お
宅
や
、
障
が
い
者
が
家
族
に

い
る
お
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
防
災
へ
の
理
解
は
…

野
中
　
今
回
の
防
災
訓
練
は
、
福
岡
市

市
民
総
合
防
災
訓
練
と
し
て
〝
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
防
災
訓
練
〞
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
当
日
民
生
委
員
と

協
力
員
（
お
隣
等
の
ご
近
所
の
住
人
）

が
、
要
支
援
者
の
安
否
確
認
を
電
話
で

行
い
、
避
難
希
望
の
設
定
で
、
避
難
所

（
香
椎
下
原
小
学
校
）
ま
で
避
難
誘
導

し
ま
し
た
。
こ
の
時
民
生
委
員
、
協
力

員
に
加
え
地
元
の
事
業
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
下
原
と
も
づ
く
り
の
輪
）
の
協
力

の
も
と
、
近
隣
の
病
院
に
勤
務
し
て
い

る
作
業
療
法
士
等
と
で
誘
導
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

例
年
、
校
区
の
防
災
訓
練
は
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防

災
訓
練
へ
の
参
加
希
望
者
数
は
多
か
っ
た

で
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
大
規
模
な
防
災
訓
練

と
は
別
に
、
あ
る
町
内
会
は
独
自
で
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
の
で
住
民
の
防
災
へ
の
意
識
は
高
い
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

我
々
の
校
区
は
高
台
が
多
く
起
伏
が
多

く
あ
る
地
形
で
す
の
で
、
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー

ン
66
ヵ
所
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
60
ヵ
所
を
内

包
）
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん
意
識
が

高
い
の
で
し
ょ
う
。

防
災
訓
練
を
す
る
上
で
工
夫
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

原
口　

防
災
部
で
は
、
毎
回
様
々
な
趣
向

を
凝
ら
し
て
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

消
防
士
O
B
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
内

容
を
変
え
て
い
ま
す
。
設
営
も
必
ず
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
人
を
搬
送

す
る
た
め
の
手
作
り
担
架
の
実
習
や
ツ
ナ

缶
を
使
っ
た
ラ
ン
プ
づ
く
り
な
ど
で
す
。

防
災
訓
練
後
の
地
域
の
方
か
ら
の

反
応
は
？

原
口　

特
に
感
想
を
集
め
て
い
ま
せ
ん

が
、
あ
る
町
内
か
ら
は
、
市
が
開
発
し

た
防
災
ア
プ
リ
「
ツ
ナ
ガ
ル
＋
（
プ
ラ

ス
）
」
の
パ
ン
フ
を
町
内
会
で
配
る
か

ら
30
部
欲
し
い
と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た

り
、
個
別
に
話
し
を
聞
い
て
み
る
と

「
良
か
っ
た
」
と
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
防
災
へ
の
意
識
の
底
上
げ
に

繋
が
っ
た
と
感
じ
、
実
施
し
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
。

支
援
者
名
簿
や
個
別
避
難
計
画
の
普
及

の
上
で
課
題
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
…

野
中
　
安
否
確
認
を
し
て
分
か
っ
た
こ

と
で
す
が
、
登
載
さ
れ
て
い
る
情
報
と

違
う
点
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
要
支

援
者
名
簿
の
住
所
に
対
象
者
が
居
ず
、

施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
た
り
、
家
族
の

も
と
に
引
き
取
ら
れ
て
い
た
り
し
た
こ

と
で
す
。
名
簿
の
情
報
と
実
際
が
異
な

っ
て
い
る
。
日
頃
の
民
生
委
員
の
活
動

で
、
あ
る
程
度
は
把
握
し
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

  中　

要
支
援
者
に
緊
急
連
絡
先
を
聞
き

た
い
の
で
す
が
、
ご
家
族
が
個
人
情
報
保

護
の
観
点
か
ら
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
よ
う

で
す
。

藤
本　

ご
高
齢
の
独
居
の
方
に
は
、

「
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、
友
達
を
一

人
で
も
良
い
か
ら
作
っ
て
」
と
声
掛
け

て
い
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
ら
、
友
達
や

知
人
か
ら
、
「
最
近
連
絡
が
取
れ
な
い

」
「
最
近
見
か
け
な
い
」
と
い
う
情
報

が
入
り
ま
す
。
最
近
は
町
内
会
に
入
ら

れ
な
い
方
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
そ
う

し
た
方
の
支
援
に
も
行
か
な
い
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
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に
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「住民の防災の意識が高い」と語る野中会長

防災アプリ「ツナガル＋（プラス）」
詳しくは市のホームページをご覧ください。

香
椎

下
原

校
区

避難誘導訓練中
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防災アプリ「ツナガル＋（プラス）」
詳しくは市のホームページをご覧ください。

避難誘導訓練中
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第17期定期総会(市民福祉プラザ501研修室)

  ６月　運営委員会（6/3）、定期総会(6/12)
  ７月　理事会 
  ８月　障がい者週間記念の集い実行委員会・事務局会議
　　 　在宅障がい者の災害時取り組みについての行政懇談会 

  ９・10月　障がい者週間記念の集い事務局会議、運営委員会 
１１月　障がい者週間記念の集い実行委員会・事務局会議
１２月　障がい者週間記念の集い事務局会議
　　　 障がい者週間記念の集い（12/8日曜日） 
  ２月　運営委員会 
  ３月　理事会（事業計画・予算）

行政懇談会の開催

日　時：令和６年８月30日（金）10:00～12:00

場　所：ふくふくプラザ２階　201会議室  

内　容：「災害時の在宅障がい者避難対策について」

　令和６年６月12日（水）当協議会第17期定期総会を開催いたしました。

　沖縄地方・九州南部が例年より十日ほど遅い梅雨入りとなり、近年の気象変動に体が対応しきれない状況に不

安を感じているところです。

　今総会の場でも報告させていただきましたが、私たち協議会の中の政策委員会では、災害時の災害弱者に対す

る環境整備の必要性を強く感じ、行政との情報交換に力を入れ、具体的な支援につながるよう話を進めていると

ころです。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

　総会には、正会員27団体から出席15団体、委任状提出７団体で、総会が成立ことが告げられ、議長には日本ダ

ウン症協会福岡支部の高田信子さんが指名されました。

　今総会には、事務局より５議案が提出され、審議が行われました。

　第１号議案【令和５年度事業報告】について審議が行われ、全会一致で可決承認されました。次に、第２号議

案【令和５年度会計報告及び監査報告】について事務局及び監事より説明・報告があり、全会一致で可決承認さ

れました。次に、第３号議案【令和６年度事業計画（案）】及び第４号議案【令和６年度予算（案）】について

事務局より説明があり、全会一致で承認されました。次に第５号議案【令和６年度役員選任（案）】について事

務局より説明があり、全会一致で承認されました。ここで今回議長の任を受けていただいた高田さんは降壇とな

りました。

　今期は政策委員会で取り組んでいる、障がい者への災

害時支援体制の早期構築に向け、取り組みを進めること

と、当協議会の最大の啓発活動として位置付けている

「障がい者週間記念の集い」についても、今以上に活性

化させ、更なる障がい者理解へつながるよう取り組むこ

ととしておりますので、引き続き皆様のご指導ご鞭撻の

程、よろしくお願いいたします。

【令和６年度福障協年間計画】 【任期満了に伴う役員改選により、

　　　第18期・19期の役員の紹介】

令和6年第17期定期総会開催  　NPO法人福岡市障害者関係団体協議会  理事長  清水邦之

理 事 長　清水　邦之　

副理事長　清成　厚美　

副理事長　下山　いわ子　

理　　事　市原　礼子　

理　　事　小栁　浩一　

理　　事　高田　信子　

理　　事　友廣　道雄　

理　　事　中原　義隆　

監　　事　今林　康司  

監　　事　佐伯　正治　
　　　　　　    （五十音順）

お
知
ら
せ
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野
中
　
民
生
委
員
は
、
町
内
会
会
員
で
あ

る
か
否
か
に
拘
わ
ら
ず
、
把
握
す
る
よ
う

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

他
に
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

藤
本　

ご
家
族
の
こ
と
を
堂
々
と
聞
け
る

の
は
、
民
生
委
員
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、

支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
と
仲
良
く
す

る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
私
の
地

域
に
は
、
発
達
（
？
）
障
が
い
（
多
動
性
障

害
）
の
子
ど
も
さ
ん
が
い
る
ご
家
庭
が
あ

り
ま
す
。
定
期
的
に
ご
家
族
に
会
い
に
行

き
ま
す
が
、
時
々
そ
の
子
ど
も
さ
ん
に
会

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
少
し

話
を
聞
い
て
様
子
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

原
口　

予
測
が
つ
く
災
害
は
、
前
も
っ
て

防
災
対
策
や
避
難
が
で
き
ま
す
が
、
地
震

は
ま
る
で
予
想
が
つ
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

時
は
、
被
災
し
た
方
を
隣
近
所
で
可
能
な

方
々
が
支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

野
中
　
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の
感
覚
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
る
町
内
会
は
年

に
２
回
、
「
隣
組
」
で
集
う
機
会
を
作
る

よ
う
に
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
最
低
で

も
、
隣
組
は
み
ん
な
お
互
い
を
知
っ
て
い

る
と
い
う
関
係
性
を
築
く
よ
う
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
非
常
に
大
事
な
こ
と
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
福
岡
市
地
域
防
災
課
の
担
当
者
は
、

「
平
時
の
取
り
組
み
が
、
有
事
の
取
り
組

み
に
繋
が
る
よ
う
に
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

普
段
の
取
り
組
み
が
、
有
事
に
生
き
る
か

ら
で
す
。

　
今
回
の
防
災
訓
練
が
香
椎
下
原
校
区
で

実
施
で
き
た
の
は
、
地
域
の
下
地
（
誰
が

誰
を
見
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
平
時
の
見

守
り
活
動
）
が
努
め
て
整
備
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
防
災
訓
練
に
障
が
い
の
あ
る
方
、

ご
高
齢
の
方
に
も
っ
と
ご
参
加
頂
き
、
校

区
の
皆
様
と
関
わ
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
表
紙
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
】

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
段
右
か
ら

　
校
区 

自
治
協
議
会
会
長

　
校
区 

社
会
福
祉
協
議
会
会
長

　
野
中
　
民
生
　
様

　
校
区 

地
域
を
守
ろ
う
会
防
災
部
会
会
長

　
原
口
　
光
雄
　
様

下
段
右
か
ら

　
校
区 

社
会
福
祉
協
議
会
総
務・会
計

　
荒
牧
　
麗
子
　
様

　
校
区 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長

　
藤
本
　
陽
子
　
様

　
校
区 

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
計

　
中
　
久
美
子
　
様

避難完了


